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 「 」に いては、 政策 が している下 の 等の概 を示すとともに、

平成29年(2017年)から4カ年の経済動向を年表にして します。 

1 景気動向指数の概  

2 景気 ッ ャー  

3 令和2年(2020年)中に 表された の 果 

4 平成29 令和2年(2017 2020年)の び ・ 外の経済動向の年表 

 

 景気 の  

 

( ) 景気 ( Ｉ ＤＩ)の  

景気動向指数は、生 、 など様々な経済活動での か 景気に 感に する指標の動き

を することによって、景気の現状 び 来 に するために 成された指標です。 

景気動向指数には、 成する指標の動きを 成することで景気 動の大きさや ン ( 感)を

定しようとするものであるコン ジット・イン ック ( Ｉ)と、 成する指標のう 、改善して

いる指標の を 出することで景気の 経済 への の い( )を 定することを

な 的とする ージョン・イン ック (ＤＩ)があります。 ＩとＤＩには、それぞれ、景

気に対し先行して動く先行指数、ほ して動く 指数、 れて動く 行指数の3本の指数が

あります。 

な 、景気動向指数は、 経済 から ばれた指標の動きを して、 の指標によって景

気を しようとするものであり、 ての経済指標を 的に して景気を ようするもので

はないことに する があります。 

 

(2)  Ｉ ＤＩの の  

Ｉが上昇している時が景気の 期( 況)であり、低下している時が景気の後 期( 況)

です。 Ｉの動きと景気の転 (景気の ・ )は概ね します。 Ｉの 化の大きさ

から、景気の は後 の ン ( 感、 い)を み ります。 

月の 表には、3 カ月後 移動平 と 7 カ月後 移動平 を せて して り、3 カ月

後 移動平 の の 化により、 の 化(改善 み、悪化 下げ止まり)を、7 カ月後

移動平 の の 化により、景気の 化(景気 期 景気後 期)をみます。 

、ＤＩは、景気 の動きの 経済 への 効果を 定するとともに、景気 の判定

に いることを な 的としています。0 100 の で 動し、50 インを上回っている期 が

景気の 期( 況)で、50 インを下回っている期 が景気の 期( 況)です。ＤＩが、50

インを上から下に る時 が「景気の 」( 期から 期への転 )、50 インを下から
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上に る時 が「景気の 」( 期から 期への転 )です。 

 

( ) 景気 の  

本 では、 10景気 以降に いて( 11景気 を除き)、景気が する に景気動向

指数の を見直して改定を行い、 の ・向上を図ってきました。 

 平成27年(2015年)7月に行 れた 府の改定を 、本 に いても 15景気 の 定に

せて景気動向指数を見直し、4年 りに 5次改定を行い、平成28年(2016年)1月 から新し

い景気動向指数による 表を 始しています。 

先行、 び 行 の の改定による な は以下のと りです。(表1-1) 

な 、 する の数は、先行8、 7、 行7とそれぞれ と同数となっています。 

 の  

  先行 に いて、 指標 日経商品指数(42 ) 、 に いて、生 指標

生 指数 、 行 に いて、 指標 効 数( 数) をそれぞれ新 しま

した。 

 景気 の  

に いて、東日本大震災以降生 動向との相 が まっている生 指標 大

と、イン ー ンジ数の や新 の影響等から流 動向との相 が まっ

ている流 指標 東 自動 Ｉ 数 をそれぞれ除外しました。 

 の (同 は の に いて り、 が するもの) 

行 に いて、 指標 現金給 額( ) を 指数( ) に し

ました。 

 

 景気 の ( ) 

  新  

先
行

 

新 出 数 前年同月比  新 出 数 前年同月比  

生 生 指数 前年同月比  生 生 指数 前年同月比  

新 率( 数) 季節  新 率( 数) 季節  

定外 時 指数( ) 前年同月比  移行 先行  

新 前年同月比  新 前年同月比  

前年同月比  前年同月比  

数( イクル) 前年同月比  数( イクル) 前年同月比  

中 景況ＤＩ 数  

 

中 景況ＤＩ 数  

日経商品指数(42 ) 前年同月比 新  
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 景気 の ( )( き) 

  新  

 

大型 売 販売額( ) 前年同月比  大型 売 販売額( ) 前年同月比  

行 高 前年同月比  行 高 前年同月比  

生 指数 季節  生 指数 季節  

 生 指数 季節 新  

大 季節  除外  

効 率( 数) 季節  効 率( 数) 季節  

 

 

定外 時 指数( ) 前年同月比  

移行 先行  

( ) 前年同月比  ( ) 前年同月比  

東 自動 Ｉ 数 前年同月比  除外 

行

 

世 消費 出( ) 季節  世 消費 出( ) 季節  

 

 

指数( ) 前年同月比  

効 数( 数)( イクル) 前年同月比  

新  

指数( ) 前年同月比  

現金給 額( ) 前年同月比  除外 

金 出金 高 前年同月比  金 出金 高 前年同月比  

消費 指数( ) 前年同月比  消費 指数( ) 前年同月比  

り 消費 季節  り 消費 季節  

事 金額 前年同月比  事 金額 前年同月比  

 

( ) 景気  

 景気の転 に いて、 府によれば、「景気が 期から後 期に 化するとき、 が

に って ( )に した後、下っていくことになぞら て、「景気の 」と言い、同様に、景気が

後 期から 期に 化するとき、 ( )に下りた後、 っていくことになぞ られて「景気

の 」と言う」とされています。 

 本 では、 経済の動向を し、客 的に するための 標 として示すとともに、 や

の経済との比 などのため、景気の や後 を る中 的な転 である景気 準

日付( ・ )を 定しています。 

 

 景気 準日付は、景気動向指数( 指数)の から られる トリカルＤＩに き

定します。 トリカルＤＩは、 指数の 々の とに と を 定し、 から に

いたる期 は て下降(マイナ )、 から にいたる期 は て上昇(プ )として 出していま

す。 

 この トリカルＤＩが、50 を上回っている期 が景気 期、下回っている期 が景気後

期であり、50 インを上から下に る直前の月が景気の 、下から上に る直前の月が景気の

となります。 

203 

 な 、 々の の の日付 定は、 の ( 経済 )で 発された

イ・ ッシャン( - ) ( )によって行っています。 

 

の 15 景気 に相 する本 の景気 準日付(景気の ・ )は、景気の が平成 24 年

(2012年)5月、景気の は平成24年(2012年)11月となっています。これによる景気の 期 は、

平成21年(2009年)4月から平成24年(2012年)5月までの37カ月、後 期 は、平成24年(2012

年)5月から平成24年(2012年)11月までの6カ月、 でみると43カ月となり、平成元年(1989

年)以降では2 に い 期 となっています。 

 な 、 府は令和2年(2020年)7月に景気動向指数 会を し、平成30年(2018年)10月

を景気の として 定的に 定しました。これにより の景気の 期 は71カ月となり、 後

2 の さとなりました。(図1-1) 

 

( ) ・ ( )  

和46年(1971年)に ( 経済 )で 発された で、 府経済 会

に いても、 の景気 準日付の 定に いています。 と との が5カ月以上

であるとか、 の さは15カ月以上 であるといったルールを として 、12カ月

移動平 などを して ー の 動を平準化し、 を って を 定していきます。 

 

 の景気  
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( ) 2 (2 2 )の景気  

令和2年(2020年)の Ｉ 指数をみると、新型コロナ イル 感 の感 が 大した3月以

降、大きく下降しています。特に緊急事態宣言が発出された4月は前月比12.5 イント減の52.1、

さらに6月には44.7と、リーマンショックや東日本大震災の を下回る水準まで みました。

な下降 として、3 月は ( 効 率 、消費( 行 高、 ・ ー ー販売額)

の指標の みが、4 月以降はこれに て生 ( 生 指数、 生 指数) の指

標の みが大きく影響して り、外出自粛による消費の みや 活動の 等、経済活

動が したことによるものと られます。7月以降は徐々に上昇 向で推移し、12月は

や生 の指標が高い水準となったことから、前月を4.7 イント上回る55.1となりました。

(図1-2、表1-2) 
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( ) 2 (2 2 )の景気  

令和2年(2020年)の Ｉ 指数をみると、新型コロナ イル 感 の感 が 大した3月以

降、大きく下降しています。特に緊急事態宣言が発出された4月は前月比12.5 イント減の52.1、

さらに6月には44.7と、リーマンショックや東日本大震災の を下回る水準まで みました。

な下降 として、3 月は ( 効 率 、消費( 行 高、 ・ ー ー販売額)

の指標の みが、4 月以降はこれに て生 ( 生 指数、 生 指数) の指

標の みが大きく影響して り、外出自粛による消費の みや 活動の 等、経済活

動が したことによるものと られます。7月以降は徐々に上昇 向で推移し、12月は

や生 の指標が高い水準となったことから、前月を4.7 イント上回る55.1となりました。

(図1-2、表1-2) 
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2 景気  

( ) の  

景気 ッ ャー は、 ー には表れにくい、 の生活 感により い景気動

向、い る「 景気」に するきめ かな を く し、 の景気をより的 に

することを 的とする です。平成13年(2001年)7月に を 始して以来3カ月 と(1月、

4 月、7月、10 月)に し、 月上 に 果を 表して り、 が高いものとなっています。 

 は、 を東 ・ ・ ・下 の4 に 、 ・ ・ の

で、 に る経済活動の動向を 感に する現 を できる に 事する100

の (々コン ン トア や 売 、 クシー 、 ル 、 ナック経 等)

に「景気 ッ ャー」を し、現 の景況感に する事 に いて回 していただいています。 

 な 事 は、「3カ月前と比べた景気の現状に対する判断( 向 )とその理由」 び「3カ月

後の景気の先行きに対する判断( 向 )とその理由」の2 です。判断理由に いては、自由

により回 していただいて り、景気の 感に対する生の声をうかがうことができます。 

 な 、 年 した特別 「新型コロナ イル 感 による の景気への影響に する

」の 果に いては、 1 3 (120ページ)に しています。 

 ・  

  

 の ・  

  

 ＤＩの  

 5 の判断それぞれの 定の 数に 判断の 成比( )を じて、ＤＩを 出しています。 

  

 回 が「(景気は) らない」と回 した 、ＤＩは50となるため、50が景気の 

向 を表す となります。 

 

  客  数
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  、 和 、 とその 30 21 7 2
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売
コン ン トア、 、 ー ー、 販売、 、

販 、 売 、商 、 売

、レ ト ン、 ナック

ー
型 ル・ 、 型 ル、 等、 行 理 、 クシー、

、 ンコ 、 、 リン ン

数 1

くなって
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(2) 景気の現状判断ＤＩ・先行き判断ＤＩの推移 

3 カ月前と比べた景気の現状に対する判断を示す指標である「現状判断ＤＩ」は、リーマンショ

ック後の平成21年(2009年)1月期に過去最低の13.0まで下降したあと上昇に転じ、途中、平成23

年(2011年)の東日本大震災発生直後に大きく下降したものの、同年7月期には景気の横ばいを示す

50前後まで回復し、平成25年(2013年)4月期には政府の経済対策などにより過去最高の57.8まで

上昇しました。消費税率が引き上げられた平成26年(2014年)4月期以降は下降に転じ、平成27年

(2015 年)1 月期の39.8 まで下降が続きましたが、同年4 月期にはプレミアム商品券販売効果など

により再び上向き、同年10月期からは、やや大きく下降する時期もあったものの、令和元年(2019

年)7月期までは概ね50前後で推移しました。 

その後、同年10月1日からの消費税率引き上げによる節約志向の高まりや、来客数・売上の減少

により、同年10月期には40.2にまで下降しました。令和2年(2020年)1月期も消費税率引き上げ

の影響は続き、暖冬による季節商品の売上低迷もあって37.5とさらに下降したところに、新型コロ

ナの世界的な流行が始まりました。これにより宴会等のキャンセルが相次いだほか、イベント等の

中止や外出自粛などによる客数・売上の減少で景況感は大幅に悪化し、同年4月期には8.8と過去

最低の水準となりました。その後、緊急事態宣言が解除され、徐々に客数や消費活動が回復し始め

たことや、特別定額給付金(123 ページ参照)の効果などから、同年 7 月期には 34.5 と大幅に改善

し、10月期も新しい生活様式への慣れなどから49.5と50に迫る回復を見せましたが、景気判断の

理由をうかがうコメントには「景気は悪いままである」との声も多くみられました。(図2-1) 
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期には34.9にまで みました。その後、消費回復への期待感から上昇し、平成27年(2015年)

から平成31年(2019年)4月期までは概ね50前後で推移しました。 

しかし、消費税率引き上げを た令和元年(2019年)7月期には、消費の みへの など

から下降し、同年10月期も33.8と大きく下降しました。令和2年(2020年)1月期になると、東

リン ック・ リン ック への期待から43.8と上昇しましたが、新型コロナが世界的に流

行し、イベント等の中止や外出自粛等による経済活動 止への から、同年 4 月期には 11.4 と

過去最低の水準となりました。同年7月期には、徐々に経済活動が回復することへの期待から38.0

と大幅に回復し、10 月期も 48.5 とさらに上昇しましたが、 後も感 の影響が続くことへの

や、先行きの 感を げる声も多くありました。(図2-1) 

  

( ) 景気の現状判断ＤＩの推移 

「現状判断ＤＩ」に いて、 別にみてみると、リーマンショック後や東日本大震災発生直後
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50を上回って推移しました。消費税率が引き上げられた平成26年(2014 年)4月期以降は、概ね

で50を下回る時期が続きました。平成28年(2016年)は、 新 効果などから、東
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となりました。7月期からは で大幅に改善し、東 では10月期に50を上回っています。
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期には34.9にまで みました。その後、消費回復への期待感から上昇し、平成27年(2015年)
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 ここでは、 政策 が を し、令和2年(2020年)中に 表した の

果の概 に いて、 に します。 

 な 、 の に いては、 の 等を ください。 

 

・  

 経済セン は、事 び の経済活動の状態を らかにし、 が に る 的な

を らかにするとともに、事 ・ を対 とする の のための

を することを 的として り、事 ・ の 本的 を らかにする「経済セン

」と事 ・ の経済活動の状況を らかにする「経済セン 活動 」の2 から

成り っています。 

 回は、令和元年(2019 年)6月から11月( に いては6月から令和2年(2020年)3月)まで

に、 て1の事 ・ に いて された「令和元年経済セン 」のう 、

事 を対 とした 2の 果の概 を します。 

 

  の  

 令和元年経済セン (以下「元年 」という。)によると、本

の 事 数は6 2 373事 ( の約1 )となって り、 は639 8 912事 となって

います。 

その事 数を活動状態別にみると、 続事 が5 4 663事 となって り、 数に める

は、87.6 となっています。 、新 事 3は7 710事 となって り、 数に め

る は、12.4 となっています。  

また、 事 は1 172事 、 事 は6 550事 で、 せて7 722事 となりま

す(表3-1)。  

 

                         
1 に する 経 の事 、 事 ー 、外 、 び に する事 を除く。 
2 令和元年経済セン - は、 事 を 対 とする と、 び を対 とする

の がある。 
3 来 いていた「新 事 」とは定 が なる。 回の では、 を活 し、 税 表

イトに があり、前回までの で られていなかった事 を に している。そのため、 来

の「新 事 」よりも幅 に事 を ていることから「新 事 」という を っている。  
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大 別4に新 事 数をみると、本 では「 ー ( に されないもの)」

が848事 ( の18.9 )と最も多く、次いで「 売 売 」が793事 (同17.7 )、

「 ー 」が469事 (同10.5 )などとなっています。 では「 売

売 」、「 動 品 」、「 ー ( に されないもの)」が上 となっ

ています。 

また、 大 別に新 事 の 数をみると、本 では「 売 売 」が

6 374 ( の17.0 )と最も多く、次いで「 ー ( に されないもの)」が5 692

(同15.1 )、「 」が5 368 (同14.3 )などとなっています。 でも本 と同様に

「 売 売 」、「 ー ( に されないもの)」、「 」が上 とな

っています(表3-2、図3-1 2)。  
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大 別4に新 事 数をみると、本 では「 ー ( に されないもの)」

が848事 ( の18.9 )と最も多く、次いで「 売 売 」が793事 (同17.7 )、

「 ー 」が469事 (同10.5 )などとなっています。 では「 売

売 」、「 動 品 」、「 ー ( に されないもの)」が上 となっ

ています。 

また、 大 別に新 事 の 数をみると、本 では「 売 売 」が

6 374 ( の17.0 )と最も多く、次いで「 ー ( に されないもの)」が5 692

(同15.1 )、「 」が5 368 (同14.3 )などとなっています。 でも本 と同様に

「 売 売 」、「 ー ( に されないもの)」、「 」が上 とな

っています(表3-2、図3-1 2)。  

 

 

  

 

  

 

 

                         
4 元年 では、新 事 に いてのみ、 、 数などを している。 

青森県

％） ( ） ％） ％） ( ） ％）

計 4,479 100.0 37,586 100.0 538,900 100.0 5,196,142 100.0

を く） 176 3.9 1,878 5.0 8,456 1.6 94,381 1.8

2 0.0 21 0.1 154 0.0 1,495 0.0

468 10.4 4,244 11.3 57,554 10.7 442,057 8.5

122 2.7 2,395 6.4 23,333 4.3 374,395 7.2

気・ ・ ・ 37 0.8 259 0.7 3,218 0.6 11,825 0.2

72 1.6 946 2.5 23,039 4.3 333,781 6.4

99 2.2 1,789 4.8 11,824 2.2 262,673 5.1

793 17.7 6,374 17.0 93,243 17.3 875,456 16.8

78 1.7 674 1.8 9,020 1.7 100,913 1.9

370 8.3 1,215 3.2 72,818 13.5 265,490 5.1

・ ー 183 1 1 1 1 3 1 51 5 288 5

ー 469 10.5 2,889 7.7 39,146 7.3 412,277 7.9

ー 287 6.4 1,459 3.9 28,567 5.3 204,746 3.9

133 3.0 1,141 3.0 17,310 3.2 131,827 2.5

333 7.4 5,368 14.3 40,338 7.5 593,670 11.4

ー 9 0.2 81 0.2 501 0.1 10,830 0.2

ー に分 ない の） 848 18.9 5,692 15.1 58,884 10.9 791,830 15.2
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19.7 )、「 ー ( に されないもの)」が2 490 (同14.1 )などとなっています。(表

3-3、図3-3)。  

 
 

 

 

 

青森県

） ％） ％） ） ％） ％）

計 37,586 19,848 100.0 17,707 100.0 5,196,142 2,914,398 100.0 2,268,759 100.0

を く） 1,878 1,263 6.4 615 3.5 94,381 70,361 2.4 23,943 1.1

21 17 0.1 4 0.0 1,495 1,340 0.0 155 0.0

4,244 3,641 18.3 603 3.4 442,057 356,652 12.2 85,279 3.8

2,395 954 4.8 1,441 8.1 374,395 246,159 8.4 128,106 5.6

気・ ・ ・ 259 81 0.4 178 1.0 11,825 8,295 0.3 3,303 0.1

946 501 2.5 445 2.5 333,781 239,635 8.2 92,931 4.1

1,789 1,560 7.9 229 1.3 262,673 209,610 7.2 53,047 2.3

6,374 2,872 14.5 3,493 19.7 875,456 432,887 14.9 439,171 19.4

674 284 1.4 390 2.2 100,913 54,565 1.9 44,020 1.9

1,215 633 3.2 582 3.3 265,490 146,919 5.0 118,123 5.2

・ ー 1 1 1 58 3 8 03 2 3 288 181 28 2 10 8

ー 2,889 1,195 6.0 1,682 9.5 412,277 180,255 6.2 231,051 10.2

ー 1,459 656 3.3 798 4.5 204,746 86,650 3.0 117,719 5.2

1,141 530 2.7 611 3.5 131,827 59,491 2.0 72,147 3.2

5,368 1,661 8.4 3,707 20.9 593,670 168,546 5.8 424,323 18.7

ー 81 45 0.2 36 0.2 10,830 6,858 0.2 3,961 0.2

ー に分 ない の） 5,692 3,197 16.1 2,490 14.1 791,830 464,886 16.0 324,691 14.3
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 の  

 ( ) 2 (2 ) 

 

・ 外

1月

・ 、中 に移行(1日)
・大 クロマ ロ、 りで最高 7 420 、 年の5

以上(5日)
・16年 - ル 率、過去最高74.6 (6日)
・「 」16年 、 日本へ 急 (17日)

・16年 日客、過去最高を 、5年 続 (10日)
・ 、 (23日)

2月

・ 10 、 水 額38 (3日)
・16年 金額、12年 りに600 に回復 過
去最高(21日)
・16年 ンキン 、 の 3年 続特 (23日)

・16年 、経 2 の高水準(8日)
・16年 水 出額、4年 続過去最高 新(10日)
・「プレミアム イ ー」 始(24日)

3月

・16年外 数、2年 続最多を 新(3日)
・ 8 による、 の 中 が
生(22日)
・ 新 1 年(26日)

・16年 外 数過去最高、 の7 (3日)
・東 経済効果 で32 (6日)
・ 、 (29日)

4月
・ 、16年 年 数100 、2年 続(7
日)
・16年 推 、減少率 2 (14日)

・16年 新 販売 数、3年 り (3日)
・16年 数、8年 続減少(10日)
・16年 、6年 り (20日)
・日 、景気判断上 、9年 り「 大」(27日)

5月
・「ト ン イート 季 」、本 に (3日)
・ 、 定期 (7日)
・「 前さくらま り」、震災後最高の 出(7日)

・ どもの数、36年 続で減少(4日)
・16年 金、6年 りプ (23日)
・4月 効 率1.48 、43年2カ月 り高水準(30日

6月

・16年 動態、自 減過去最大(2日)
・ 前 「はるか 」、リ ーアル ープン(3日)
・ 、生 ルメイカ り 数 少なく、高 引
(24日)

・ 金、 気 金、 ーなど 上げ(1日)
・改 税 行(1日)
・16年 動態、出生数 の100 れ(2日)
・ 事 成 (9日)
・ 府、6カ月 りに景気判断引き上げ(22日)

7月

・ ア ー 始(1日)
・ 、 日 客 のう 「 大 型」に
定(4日)
・ア の セク ー、特別 し て(5日)
・ 、 化 指定へ(21日)

・ (6日)
・日 、 上昇率2 成時期先 り(20日)
・17年上 期 、 期ベー で3期 続(20日)

8月
・ 最低 金、22 の時給738 へ(10日)
・16年 ナ イ 、3年 り 1 (29日)

・ 3次改 発 (3日)
・16年 自給率、23年 りの低水準(9日)
・ ミ イル、日本上 を 過(29日)

9月

・ 8月水 げ 、 ルメイカ が響き過去10年
で最低(7日)
・ 、 客数1 成(21日
・16年 水 出240 、過去35年で最高(21日
・16年 リン 販売 額、3年 続1 (27日)
・8月 効 率1.26 、過去最高(29日)
・ ア ー (30日)

・ の100 以上の高 過去最多(15日)
・ 解 (28日)

10月
・ 5 の新・ ルメ、 販売30 成(10
日)
・ リン2年 り高 、 も 上がり(12日)

・日 9月 、景況感10年 り高水準(2日)
・東 、 2 881 、20年10カ月 り高 (11日)
・ 、自 で 対 定多数(22日)

11月

・10月の 数 ロ、東 商 リ ー
始以来 (2日)
・ 「 の会 で の を する
数」 成(5日)
・ の平 売 1リットル74.2 2年2カ月 り
高 (8日)
・ 新 (新 新 )2016年 、54

の (7日)

・ 4次 発 (1日)
・日経平 2 2 937 、 ル 後最高(7日)
・9月景気動向指数の 判断 き、景気 大58カ
月、「い な 景気」を て 後2 の さに(8日)

12月

・ 済み 再 理 成時期、2021年
上 期に 期(22日)
・11月の 効 率1.27 始以来、過去最高
(26日)
・1 10月本 外 べ19 4 430 、過去最多
(27日)

・ 下 日、2019年4月30日と定める政令を
定(8日)
・日 、2019年発効(8日)
・ 動態 、2017年推 、出生数2年 続100 れ
(22日)
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19.7 )、「 ー ( に されないもの)」が2 490 (同14.1 )などとなっています。(表

3-3、図3-3)。  
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計 37,586 19,848 100.0 17,707 100.0 5,196,142 2,914,398 100.0 2,268,759 100.0

を く） 1,878 1,263 6.4 615 3.5 94,381 70,361 2.4 23,943 1.1

21 17 0.1 4 0.0 1,495 1,340 0.0 155 0.0

4,244 3,641 18.3 603 3.4 442,057 356,652 12.2 85,279 3.8

2,395 954 4.8 1,441 8.1 374,395 246,159 8.4 128,106 5.6

気・ ・ ・ 259 81 0.4 178 1.0 11,825 8,295 0.3 3,303 0.1

946 501 2.5 445 2.5 333,781 239,635 8.2 92,931 4.1

1,789 1,560 7.9 229 1.3 262,673 209,610 7.2 53,047 2.3

6,374 2,872 14.5 3,493 19.7 875,456 432,887 14.9 439,171 19.4

674 284 1.4 390 2.2 100,913 54,565 1.9 44,020 1.9

1,215 633 3.2 582 3.3 265,490 146,919 5.0 118,123 5.2

・ ー 1 1 1 58 3 8 03 2 3 288 181 28 2 10 8

ー 2,889 1,195 6.0 1,682 9.5 412,277 180,255 6.2 231,051 10.2

ー 1,459 656 3.3 798 4.5 204,746 86,650 3.0 117,719 5.2

1,141 530 2.7 611 3.5 131,827 59,491 2.0 72,147 3.2

5,368 1,661 8.4 3,707 20.9 593,670 168,546 5.8 424,323 18.7

ー 81 45 0.2 36 0.2 10,830 6,858 0.2 3,961 0.2

ー に分 ない の） 5,692 3,197 16.1 2,490 14.1 791,830 464,886 16.0 324,691 14.3
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・ 外

1月

・ 、中 に移行(1日)
・大 クロマ ロ、 りで最高 7 420 、 年の5

以上(5日)
・16年 - ル 率、過去最高74.6 (6日)
・「 」16年 、 日本へ 急 (17日)

・16年 日客、過去最高を 、5年 続 (10日)
・ 、 (23日)

2月

・ 10 、 水 額38 (3日)
・16年 金額、12年 りに600 に回復 過
去最高(21日)
・16年 ンキン 、 の 3年 続特 (23日)

・16年 、経 2 の高水準(8日)
・16年 水 出額、4年 続過去最高 新(10日)
・「プレミアム イ ー」 始(24日)

3月

・16年外 数、2年 続最多を 新(3日)
・ 8 による、 の 中 が
生(22日)
・ 新 1 年(26日)

・16年 外 数過去最高、 の7 (3日)
・東 経済効果 で32 (6日)
・ 、 (29日)

4月
・ 、16年 年 数100 、2年 続(7
日)
・16年 推 、減少率 2 (14日)

・16年 新 販売 数、3年 り (3日)
・16年 数、8年 続減少(10日)
・16年 、6年 り (20日)
・日 、景気判断上 、9年 り「 大」(27日)

5月
・「ト ン イート 季 」、本 に (3日)
・ 、 定期 (7日)
・「 前さくらま り」、震災後最高の 出(7日)

・ どもの数、36年 続で減少(4日)
・16年 金、6年 りプ (23日)
・4月 効 率1.48 、43年2カ月 り高水準(30日

6月

・16年 動態、自 減過去最大(2日)
・ 前 「はるか 」、リ ーアル ープン(3日)
・ 、生 ルメイカ り 数 少なく、高 引
(24日)

・ 金、 気 金、 ーなど 上げ(1日)
・改 税 行(1日)
・16年 動態、出生数 の100 れ(2日)
・ 事 成 (9日)
・ 府、6カ月 りに景気判断引き上げ(22日)

7月

・ ア ー 始(1日)
・ 、 日 客 のう 「 大 型」に
定(4日)
・ア の セク ー、特別 し て(5日)
・ 、 化 指定へ(21日)

・ (6日)
・日 、 上昇率2 成時期先 り(20日)
・17年上 期 、 期ベー で3期 続(20日)

8月
・ 最低 金、22 の時給738 へ(10日)
・16年 ナ イ 、3年 り 1 (29日)

・ 3次改 発 (3日)
・16年 自給率、23年 りの低水準(9日)
・ ミ イル、日本上 を 過(29日)

9月

・ 8月水 げ 、 ルメイカ が響き過去10年
で最低(7日)
・ 、 客数1 成(21日
・16年 水 出240 、過去35年で最高(21日
・16年 リン 販売 額、3年 続1 (27日)
・8月 効 率1.26 、過去最高(29日)
・ ア ー (30日)

・ の100 以上の高 過去最多(15日)
・ 解 (28日)

10月
・ 5 の新・ ルメ、 販売30 成(10
日)
・ リン2年 り高 、 も 上がり(12日)

・日 9月 、景況感10年 り高水準(2日)
・東 、 2 881 、20年10カ月 り高 (11日)
・ 、自 で 対 定多数(22日)

11月

・10月の 数 ロ、東 商 リ ー
始以来 (2日)
・ 「 の会 で の を する
数」 成(5日)
・ の平 売 1リットル74.2 2年2カ月 り
高 (8日)
・ 新 (新 新 )2016年 、54

の (7日)

・ 4次 発 (1日)
・日経平 2 2 937 、 ル 後最高(7日)
・9月景気動向指数の 判断 き、景気 大58カ
月、「い な 景気」を て 後2 の さに(8日)

12月

・ 済み 再 理 成時期、2021年
上 期に 期(22日)
・11月の 効 率1.27 始以来、過去最高
(26日)
・1 10月本 外 べ19 4 430 、過去最多
(27日)

・ 下 日、2019年4月30日と定める政令を
定(8日)
・日 、2019年発効(8日)
・ 動態 、2017年推 、出生数2年 続100 れ
(22日)
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(2) (2 ) 

 

・ 外

1月

・ 前 が 、ア に移転(4日)
・大 クロマ ロ、 最後の りで最高 3 645

、過去4 の高 (5日)
・17年 44 、過去最少(9日)

・17年 ンマ水 げ 、 世 り (5日)
・17年新 販売 数、3年 りに (5日)
・17年 日客、過去最高を 、6年 続 (12日)
・ 府、7カ月 りに景気判断引き上げ(19日)

2月
・ 16 、 ンク 事 (20日)
・17年 ンキン 、 の 4年 続特 (28日)

・17年 水 出額、5年 続過去最高 新(7日)
・17年 、経 2 の高水準(8日)

3月
・16年 別 出額、 前 が3年 続東 1 (23
日)
・ 来推 、2045年に82 (30日)

・ う ック、アイ など 上げ(1日)
・ 、 除く11カ で (8日)

4月

・15年 生 、3年 りプ 成 (4日)
・ ル 、 後の 客数56 (4日)
・ 、17年 年 数100 、3年 続(13
日)
・17年 推 、減少率 2 (13日)
・ 和 現 10 年(26日)
・ 新中 、 事が (28日)

・ 、 から 府 に移 (1日)
・ 、 、 ールなど 上げ(1日)
・17年 新 販売 数、2年 続 (2日)
・アマ ン、 上げ(4日)
・17年 数、9年 続減少(10日)
・17年 、2年 続 (18日)
・ ルメイカ 、2年 続で過去最低 新(26日)

5月

・17年 クルー 、 効果3.5 (1日)
・ 前さくらま り100 年、震災後2 の 出(7日)
・ 新 (7日)
・ 1年、 効果19.6 (11日)

・ どもの数、37年 続で減少 過去最少を 新(4日)
・ 、イ ン を表 (8日)

6月
・17年 動態、出生数8 035 過去最少(1日)
・ 、 ーム に成 世界
(18日)

・17年 動態、出生数過去最少(1日)
・ 会 (12日)
・18 を成 とする改 成 (13日)
・ 21回 ール カップロシア大会 (14日)
・ 事 ( 新 ) 行(15日)
・大 府 震発生、大 などで震 6 (18日)
・ き 改 が成 (29日)

7月

・ 和 出 の高 が 、本 2 57
年 り(18日)
・ ま なか 「マ 」が ープン(21日)
・17年外 数過去最多、 び率 2 (31日)

・ 税 58.8 、26年 り高水準(4日)
・平成30年7月 (5日)
・18年 動態、 減少幅過去最大37 (11日)
・日 17日
・18年上 期 、 期ベー で5期 続(19日)
・17年 外 数過去最多、7 969 (31日)

8月

・来 高 率1.73 、過去最高(1日)
・ 最低 金、24 の時給762 へ(8日)
・16年 品出 額過去最高、 び率 2 (10日)
・ 品 ー ー「マ 」が「みなとや」 (20日)

・18年 日外 2 000 、過去最 (20日)
・ 水 し 、 へ(23日)

9月

・ 8月水 げ数 ・金額、 ルメイカ が響き
過去10年で最低(7日)
・18年 27年 続下 、商 は18年 り上昇

18日
・大 新 (25日)

・ 21 上 、 などの 発生(4日)
・ 東 震発生、 で震 7(6日)
・ の100 以上高 過去最多、48年 続 (14日)
・ 推 、70 以上が の2 16日

10月

・17年 り 販売 額、4年 続1 (3日)
・ 前 、 、 、 前大 が中 の

に する 本 定 (4日)
・「 マ 」20 成、経済効果10 (17日)
・ ル 8、9月の 率最高、 日客 (18日)

・日 景況感3期 続悪化、相次 災 影響(1日)
・たばこ、 など 上げ(1日)
・ 4次 改 発 (2日)
・日経平 時2 4 400 、 ル 後最高 (2
日)
・「日本の 」 、83年の に (6日)
・ リン 160 、4年 り高 (24日)

11月
・ ン ーレ 3昇 、 の ク ームに(20
日)
・ 「 時 」新 (22日)

・2025年 会( )の大 定(24日)
・ 、 を 式 定(25日)
・ ークル ンク 、 ミリーマートに

(30日)

12月

・ 定期 、2019年7月から 2 復(18日)
・1 10月本 外 べ25 150 、過去最多(27
日)
・11月の 効 率1.34 、過去最高(28日)
・18年 水 げ額181 、平成最低(29日)

・改 成 、外 れ 大(8日)
・景気「い な 」 後2 の さと 定(13日)
・19年 101 4 600 、過去最高に(18日)
・18年 日客、 の3 000 (18日)
・ を除く「 11」が発効(30日)
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( ) ・ (2 ) 

 

 

 

・ 外

1月

・大 クロマ ロ、東 ・ の新 りで 上
最高 3 3 360 (5日)
・17年 出額3 103 5年 り減だが14年 続東
トップは (10日)
・ 97回 高 ッカー で 高 が2年
り2 の (14日)

・18年 日客3 119 7年 続 、過去最多(11日)
・18年 移動 、東 転 過14 7
転出 過(31日)

2月

・ 効 率・18年平 1.30 6年 続最高(1日)
・19年 0.3 6 650 、4年 りプ (19
日)
・18年外 べ 数29 で過去最多、 び率
1 (28日)

・18年 率、1.61 で過去2 の高水準
率は2.4 で8年 続の改善(1日)
・ の 「はや さ2」、 「り う う」に

への は「はや さ」以来、世界で2
(22日)

3月

・ 18年 コン ナ 4年 続5 本 過去最
高(4日)
・17年 別 出額、 前 が4年 続東 1 (19
日)

・2019年 成 、 会 額は過去最大の101
4 571 (27日)

4月
・18年 37 過去最少(2日)
・17年 品出 額 過去最高1 9 116 (3日)
・中 、 時 (30日)

・ 過去最多 18年 前年 比28 (5日)
・18年 推 、 2 644 で減少率は過去最大の
0.21 (12日)

5月

・ 前さくらま り、来 289 で過去2 の多さ(6
日)
・18年 率過去最高、 数は過去10年で
最多(24日)
・18年 り 出 2年 続3 トン (30日)

・新 下、 令和に改元(1日)
・ ども 38年 続減 少 化止まら (4日)

6月
・ 21回 事 で 事 、 政 の5期 (2日)
・18年 動態 自 減過去最大で の1 、出
生数は過去最少(7日)

・18年出生率1.42 3年 続低下、出生数は過去最少(7日)
・大 で 20 、自由 の推 や ジ ル経済、
に いて (28日)

7月
・ 自のさくら 新品 「ジ ート」

ー、 りで1 1 (1日)
・ 定期 、 2 復で 始(17日)

・商 31年 りに再 で 水 げ(1日)
・18年 税 ル期 で過去最高60.4 (2日)

8月
・ 最低 金、28 の時給790 へ(8日)
・18年 セン 数9 れ前回(13年)
比15 減(28日)

・ で 的大 (28日)

9月

・ 8月水 げ4 208トン 過去10年で最低 ル
メイカ 直し金額は (12日)
・19年 28年 続下 、 、 で2 化(19
日)
・18年 り 販売 額、5年 続1 (27日)
・ ート アリーナ ープン(29
日)

・ 15 上 、 で 期 などの 発生(9日)
・ 4次 再改 発 (11日)
・ に める65 28 で世界最高(15日)
・ ー・ ール カップ日本大会 (20日)

10月 ・ ル 、9月 率55 大幅減(3日)
・消費税率が8 から10 に引き上げ(1日)
・大型 19 東日本直 (12日)

11月
・ 定率59.6 来 高 、過去最高(8日)
・ 65 以上の高 、10年で1 (25日)

・冬の ーナ 、2年 続過去最高 経 大 平
96 (14日)

・18年 給付費等 態 費 が の10
(28日)

12月

・「 ・ 東 の 」、 コ推 定
21年の世界 指す(19日
・19年 水 げ 、68年 り7 トン れの 的

(30日)
・18年 り み客 、イン ン び過去最高
1 902 (30日)

・20年 102 6 580 、8年 続過去最高を 新
(20日)
・ 動態 19年推 、出生数最少86 4 000 で の
90 れ(24日)
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・ 外

1月

・ 前 が 、ア に移転(4日)
・大 クロマ ロ、 最後の りで最高 3 645

、過去4 の高 (5日)
・17年 44 、過去最少(9日)

・17年 ンマ水 げ 、 世 り (5日)
・17年新 販売 数、3年 りに (5日)
・17年 日客、過去最高を 、6年 続 (12日)
・ 府、7カ月 りに景気判断引き上げ(19日)

2月
・ 16 、 ンク 事 (20日)
・17年 ンキン 、 の 4年 続特 (28日)

・17年 水 出額、5年 続過去最高 新(7日)
・17年 、経 2 の高水準(8日)

3月
・16年 別 出額、 前 が3年 続東 1 (23
日)
・ 来推 、2045年に82 (30日)

・ う ック、アイ など 上げ(1日)
・ 、 除く11カ で (8日)

4月

・15年 生 、3年 りプ 成 (4日)
・ ル 、 後の 客数56 (4日)
・ 、17年 年 数100 、3年 続(13
日)
・17年 推 、減少率 2 (13日)
・ 和 現 10 年(26日)
・ 新中 、 事が (28日)

・ 、 から 府 に移 (1日)
・ 、 、 ールなど 上げ(1日)
・17年 新 販売 数、2年 続 (2日)
・アマ ン、 上げ(4日)
・17年 数、9年 続減少(10日)
・17年 、2年 続 (18日)
・ ルメイカ 、2年 続で過去最低 新(26日)

5月

・17年 クルー 、 効果3.5 (1日)
・ 前さくらま り100 年、震災後2 の 出(7日)
・ 新 (7日)
・ 1年、 効果19.6 (11日)

・ どもの数、37年 続で減少 過去最少を 新(4日)
・ 、イ ン を表 (8日)

6月
・17年 動態、出生数8 035 過去最少(1日)
・ 、 ーム に成 世界
(18日)

・17年 動態、出生数過去最少(1日)
・ 会 (12日)
・18 を成 とする改 成 (13日)
・ 21回 ール カップロシア大会 (14日)
・ 事 ( 新 ) 行(15日)
・大 府 震発生、大 などで震 6 (18日)
・ き 改 が成 (29日)

7月

・ 和 出 の高 が 、本 2 57
年 り(18日)
・ ま なか 「マ 」が ープン(21日)
・17年外 数過去最多、 び率 2 (31日)

・ 税 58.8 、26年 り高水準(4日)
・平成30年7月 (5日)
・18年 動態、 減少幅過去最大37 (11日)
・日 17日
・18年上 期 、 期ベー で5期 続(19日)
・17年 外 数過去最多、7 969 (31日)

8月

・来 高 率1.73 、過去最高(1日)
・ 最低 金、24 の時給762 へ(8日)
・16年 品出 額過去最高、 び率 2 (10日)
・ 品 ー ー「マ 」が「みなとや」 (20日)

・18年 日外 2 000 、過去最 (20日)
・ 水 し 、 へ(23日)

9月

・ 8月水 げ数 ・金額、 ルメイカ が響き
過去10年で最低(7日)
・18年 27年 続下 、商 は18年 り上昇

18日
・大 新 (25日)

・ 21 上 、 などの 発生(4日)
・ 東 震発生、 で震 7(6日)
・ の100 以上高 過去最多、48年 続 (14日)
・ 推 、70 以上が の2 16日

10月

・17年 り 販売 額、4年 続1 (3日)
・ 前 、 、 、 前大 が中 の

に する 本 定 (4日)
・「 マ 」20 成、経済効果10 (17日)
・ ル 8、9月の 率最高、 日客 (18日)

・日 景況感3期 続悪化、相次 災 影響(1日)
・たばこ、 など 上げ(1日)
・ 4次 改 発 (2日)
・日経平 時2 4 400 、 ル 後最高 (2
日)
・「日本の 」 、83年の に (6日)
・ リン 160 、4年 り高 (24日)

11月
・ ン ーレ 3昇 、 の ク ームに(20
日)
・ 「 時 」新 (22日)

・2025年 会( )の大 定(24日)
・ 、 を 式 定(25日)
・ ークル ンク 、 ミリーマートに

(30日)

12月

・ 定期 、2019年7月から 2 復(18日)
・1 10月本 外 べ25 150 、過去最多(27
日)
・11月の 効 率1.34 、過去最高(28日)
・18年 水 げ額181 、平成最低(29日)

・改 成 、外 れ 大(8日)
・景気「い な 」 後2 の さと 定(13日)
・19年 101 4 600 、過去最高に(18日)
・18年 日客、 の3 000 (18日)
・ を除く「 11」が発効(30日)
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1月

・大 クロマ ロ、東 ・ の新 りで 上
最高 3 3 360 (5日)
・17年 出額3 103 5年 り減だが14年 続東
トップは (10日)
・ 97回 高 ッカー で 高 が2年
り2 の (14日)

・18年 日客3 119 7年 続 、過去最多(11日)
・18年 移動 、東 転 過14 7
転出 過(31日)

2月

・ 効 率・18年平 1.30 6年 続最高(1日)
・19年 0.3 6 650 、4年 りプ (19
日)
・18年外 べ 数29 で過去最多、 び率
1 (28日)

・18年 率、1.61 で過去2 の高水準
率は2.4 で8年 続の改善(1日)
・ の 「はや さ2」、 「り う う」に

への は「はや さ」以来、世界で2
(22日)

3月

・ 18年 コン ナ 4年 続5 本 過去最
高(4日)
・17年 別 出額、 前 が4年 続東 1 (19
日)

・2019年 成 、 会 額は過去最大の101
4 571 (27日)

4月
・18年 37 過去最少(2日)
・17年 品出 額 過去最高1 9 116 (3日)
・中 、 時 (30日)

・ 過去最多 18年 前年 比28 (5日)
・18年 推 、 2 644 で減少率は過去最大の
0.21 (12日)

5月

・ 前さくらま り、来 289 で過去2 の多さ(6
日)
・18年 率過去最高、 数は過去10年で
最多(24日)
・18年 り 出 2年 続3 トン (30日)

・新 下、 令和に改元(1日)
・ ども 38年 続減 少 化止まら (4日)

6月
・ 21回 事 で 事 、 政 の5期 (2日)
・18年 動態 自 減過去最大で の1 、出
生数は過去最少(7日)

・18年出生率1.42 3年 続低下、出生数は過去最少(7日)
・大 で 20 、自由 の推 や ジ ル経済、
に いて (28日)

7月
・ 自のさくら 新品 「ジ ート」

ー、 りで1 1 (1日)
・ 定期 、 2 復で 始(17日)

・商 31年 りに再 で 水 げ(1日)
・18年 税 ル期 で過去最高60.4 (2日)

8月
・ 最低 金、28 の時給790 へ(8日)
・18年 セン 数9 れ前回(13年)
比15 減(28日)

・ で 的大 (28日)

9月

・ 8月水 げ4 208トン 過去10年で最低 ル
メイカ 直し金額は (12日)
・19年 28年 続下 、 、 で2 化(19
日)
・18年 り 販売 額、5年 続1 (27日)
・ ート アリーナ ープン(29
日)

・ 15 上 、 で 期 などの 発生(9日)
・ 4次 再改 発 (11日)
・ に める65 28 で世界最高(15日)
・ ー・ ール カップ日本大会 (20日)

10月 ・ ル 、9月 率55 大幅減(3日)
・消費税率が8 から10 に引き上げ(1日)
・大型 19 東日本直 (12日)

11月
・ 定率59.6 来 高 、過去最高(8日)
・ 65 以上の高 、10年で1 (25日)

・冬の ーナ 、2年 続過去最高 経 大 平
96 (14日)

・18年 給付費等 態 費 が の10
(28日)

12月

・「 ・ 東 の 」、 コ推 定
21年の世界 指す(19日
・19年 水 げ 、68年 り7 トン れの 的

(30日)
・18年 り み客 、イン ン び過去最高
1 902 (30日)

・20年 102 6 580 、8年 続過去最高を 新
(20日)
・ 動態 19年推 、出生数最少86 4 000 で の
90 れ(24日)
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・ 外

1月

・大 クロマ ロ、東 ・ の新 りで1
9 320 過去2 の高 (5日)
・18年 出額3 222 、15年 続で東 トップ(15
日)
・19年 移動 、転出 過6 044 9 の多さ
(31日)
・19年 外 数3 901 、過去最多(31日)

・19年 日客3 188 、7年 続で過去最多を 新(10日)
・19年 移動 、東 転 過14 8 39 府

が転出 過(31日)

2月

・ の1月平 気 117年 り最高 、降 も過
去最少(1日)
・19年 ンキン 、まっし ら 特 の

6年 続特 (26日)
・19年外 べ 数31 6 、過去最多を 新(28
日)

・クルー 「 イ ン プリンセ 」 で新型コ
ロナ イル の 感 (5日)
・19年 、経 20 597 2年 り
(10日)
・ 相、 中 ・高等 び特別 等に る

時 (27日)

3月

・ い ク ベー 事再生 し て、 27 (2
日)
・18年 別 出額、 前 が5年 続東 1 (17
日)
・新型コロナ イル 感 を で (23日)
・ 前さくらま り中止 定(26日)

・ 、新型コロナ イル 感 の ン ミック(世界的
大流行)を表 (11日)
・東 ・ リン ックの 期 定(24日)
・外 、 世界を対 に 外 自粛 (25日)
・ 府景気判断、「回復」を6年9 月 り 除(26日)

4月

・ 発 「 ン ーム がる」 転 始(1
日)
・ ね た 中止 定(8日)
・19年 推 、減少率 ー ト2 (14日)
・ への外出自粛 (17日)
・29日から5月6日まで 興 等に (24日)

・高等 の 化(1日)
・政府、7 府 に緊急事態宣言発令(7日)
・19年 推 、 2 617 減少数過去最大(14日)
・3月 日客93 減(15日)
・緊急事態宣言、 府 に 大(16日)
・ 10 の特別定額給付金 給 定(20日)
・ 府景気判断、11年 り「悪化」と表現(23日)

5月

・日本 、大型 中の ・ の 客数
96.7 減(8日)
・ 前ナン ー 付 始(11日)
・日本 行 経済概況、 めて「悪化」と表現(18
日)
・ ル 、 16 (25日)

・3月消費 出、5年 りに6 減(8日)
・緊急事態宣言の対 39 解除(14日)
・4月 日客99.9 減(20日)
・日本高 、 の 大会の中止 定 後 (20日)
・緊急事態宣言、 で解除(25日)

6月

・19年 動態 、自 減過去最多、出生数過去最少(5
日)
・5月 効 率0.93 、4年3 月 りに1 を下回る
(30日)

・19年出生率1.36、4年 続低下 出生数 の90 れ
(5日)
・新 高 始期日を1カ月先へ (11日)
・政府、 府 の移動の を 解除(19日)
・ 府景気判断「悪化」 除、2年5 月 りに改善(19
日)

7月

・さくら の 新品 「ジ ート」
ー、 り15 30 (1日)

・ 定 キャンペーン 始、1 1 5500 引(10
日)
・ 新品 「 きくらげ」 ー(11日)

・レジ 化 始(1日)
・ や ・ などで 的 (4日)
・ の 表、21年6月へ 期(7日)
・「   ト ベル」事 始、東 は対 外(22日)
・ 府、景気の「 」を18年10月と 定 大 71
月 は 後2 の さ(30日)

8月
・ 期 の新 、 で前年比77 減
(18日)

・4 6月の 、 後最悪の み(17日)
・7月 移動 、東 で の転出 過(27日)

9月
・19年 水 出230 、過去2 に高い額(11日
・19年 り 販売額、6年 続1 000 (30日)

・マイナ イント事 始(1日)
・ 、イン ー ット回 始(14日)
・ 発 (16日)

10月

・ 前 の に る新型コロナ イル のク
ー発生を 定(15日)

・ 前 、 へ 事 には
20 給 19日

・「   ト ベル」事 の対 に東 (1日)
・「   イート」事 始(1日)
・ 税 改 、たばこ 上げ(1日)
・ の 率、4 6月23.1 過去最高に(16日)

11月
・ い ー ン、 販売(7日)
・ 新 (30日)

・ 大 、 50 で 判 (13日)
・日中 ・ など15か が 定に (15日)

12月

・「   キャンペーンあ もり 事券」販売 始(1
日)
・ 新型コロナ イル 感 、 400 に(23日)
・ 20年水 げ金額、53年 りに140 を下回る(29
日)

・ 世界からの外 の新 を 時 止(26日)
・「   ト ベル」事 、 に 時 止(28
日)
・日経平 、年 2 7 444 31年 りの高
(30日)
・ 、 を が 定発効(31日)
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・ 外

1月

・大 クロマ ロ、東 ・ の新 りで1
9 320 過去2 の高 (5日)
・18年 出額3 222 、15年 続で東 トップ(15
日)
・19年 移動 、転出 過6 044 9 の多さ
(31日)
・19年 外 数3 901 、過去最多(31日)

・19年 日客3 188 、7年 続で過去最多を 新(10日)
・19年 移動 、東 転 過14 8 39 府

が転出 過(31日)

2月

・ の1月平 気 117年 り最高 、降 も過
去最少(1日)
・19年 ンキン 、まっし ら 特 の

6年 続特 (26日)
・19年外 べ 数31 6 、過去最多を 新(28
日)

・クルー 「 イ ン プリンセ 」 で新型コ
ロナ イル の 感 (5日)
・19年 、経 20 597 2年 り
(10日)
・ 相、 中 ・高等 び特別 等に る

時 (27日)

3月

・ い ク ベー 事再生 し て、 27 (2
日)
・18年 別 出額、 前 が5年 続東 1 (17
日)
・新型コロナ イル 感 を で (23日)
・ 前さくらま り中止 定(26日)

・ 、新型コロナ イル 感 の ン ミック(世界的
大流行)を表 (11日)
・東 ・ リン ックの 期 定(24日)
・外 、 世界を対 に 外 自粛 (25日)
・ 府景気判断、「回復」を6年9 月 り 除(26日)

4月

・ 発 「 ン ーム がる」 転 始(1
日)
・ ね た 中止 定(8日)
・19年 推 、減少率 ー ト2 (14日)
・ への外出自粛 (17日)
・29日から5月6日まで 興 等に (24日)

・高等 の 化(1日)
・政府、7 府 に緊急事態宣言発令(7日)
・19年 推 、 2 617 減少数過去最大(14日)
・3月 日客93 減(15日)
・緊急事態宣言、 府 に 大(16日)
・ 10 の特別定額給付金 給 定(20日)
・ 府景気判断、11年 り「悪化」と表現(23日)

5月

・日本 、大型 中の ・ の 客数
96.7 減(8日)
・ 前ナン ー 付 始(11日)
・日本 行 経済概況、 めて「悪化」と表現(18
日)
・ ル 、 16 (25日)

・3月消費 出、5年 りに6 減(8日)
・緊急事態宣言の対 39 解除(14日)
・4月 日客99.9 減(20日)
・日本高 、 の 大会の中止 定 後 (20日)
・緊急事態宣言、 で解除(25日)

6月

・19年 動態 、自 減過去最多、出生数過去最少(5
日)
・5月 効 率0.93 、4年3 月 りに1 を下回る
(30日)

・19年出生率1.36、4年 続低下 出生数 の90 れ
(5日)
・新 高 始期日を1カ月先へ (11日)
・政府、 府 の移動の を 解除(19日)
・ 府景気判断「悪化」 除、2年5 月 りに改善(19
日)

7月

・さくら の 新品 「ジ ート」
ー、 り15 30 (1日)

・ 定 キャンペーン 始、1 1 5500 引(10
日)
・ 新品 「 きくらげ」 ー(11日)

・レジ 化 始(1日)
・ や ・ などで 的 (4日)
・ の 表、21年6月へ 期(7日)
・「   ト ベル」事 始、東 は対 外(22日)
・ 府、景気の「 」を18年10月と 定 大 71
月 は 後2 の さ(30日)

8月
・ 期 の新 、 で前年比77 減
(18日)

・4 6月の 、 後最悪の み(17日)
・7月 移動 、東 で の転出 過(27日)

9月
・19年 水 出230 、過去2 に高い額(11日
・19年 り 販売額、6年 続1 000 (30日)

・マイナ イント事 始(1日)
・ 、イン ー ット回 始(14日)
・ 発 (16日)

10月

・ 前 の に る新型コロナ イル のク
ー発生を 定(15日)

・ 前 、 へ 事 には
20 給 19日

・「   ト ベル」事 の対 に東 (1日)
・「   イート」事 始(1日)
・ 税 改 、たばこ 上げ(1日)
・ の 率、4 6月23.1 過去最高に(16日)

11月
・ い ー ン、 販売(7日)
・ 新 (30日)

・ 大 、 50 で 判 (13日)
・日中 ・ など15か が 定に (15日)

12月

・「   キャンペーンあ もり 事券」販売 始(1
日)
・ 新型コロナ イル 感 、 400 に(23日)
・ 20年水 げ金額、53年 りに140 を下回る(29
日)

・ 世界からの外 の新 を 時 止(26日)
・「   ト ベル」事 、 に 時 止(28
日)
・日経平 、年 2 7 444 31年 りの高
(30日)
・ 、 を が 定発効(31日)
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